
富士山麓の
新たな旅づくり
ワークショップ

開催趣旨

「歩く旅」をみんなでつくろう！



富士山麓の新たな旅づくりワークショップとは？

#1

国立公園で目指す「保護と利用」

優れた自然の風景地を保護するとともに、その利用の
増進を図り、もって国民の保健、休養及び教化に資する
とともに、生物の多様性の確保に寄与する。

資源の消費だけでなく、保護も同時に進めていく！

優れた自然環境

地域社会・文化

感動

保護

利用



世界の旅行者が求めるネイチャーポジティブな旅行

#2

 サステナブルツーリズムに加えて、観光を通じて自然環境や生物多様性
に積極的にプラスの影響を与えることが世界で求められています。

持続可能な観光の新しい方向性

▼大山隠岐国立公園は、
「ネイチャーポジティブツーリズム」商品を法人向けに企画

*出典：ブッキングドットコム「サステナブルトラベルレポート2024」

*出典：BEACH TOWNウェブサイト



満喫プロジェクトとは

① 日本の国立公園のブランド力を高め、国内外の誘客を促進

日本の国立公園を世界水準の
「ナショナルパーク」としてブランド化

③ 地域の様々な主体が協働し、地域の経済社会を活性化させ、自然環境

への保全へ再投資される好循環を生み出す

② 利用者数だけでなく、滞在時間を延ばし、自然を満喫できる上質な

ツーリズムを実現



4

富士箱根伊豆国立公園

太平洋の島々から富士山をつなぐ一大火山群

- 火山地形と地域文化がつくり出す多様な景色と風土 -

箱根 富士山麓 伊豆半島 伊豆諸島



富士箱根伊豆国立公園

<特徴>
●公園利用者が多い：年間利用者 １億3千万人！
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国立公園 利用者数TOP5（2019年度）

全国立公園利用者の約35%
瀬戸内海の約3倍



富士山麓の新たな旅づくりワークショップとは？

#6

富士山麓で目指したいこと

アクティビティの
利用が少ない

消費額が少ない

滞在が短い

お金を落としてもらう！

地域を楽しみ・満足してもらう！

長く滞在してもらう！

せっかくの自然や文化の
豊かさが伝わっていない

・体験されていない

富士山麓の魅力を深く
知ってもらい、

満足しながら、お金を落
としてもらう

自然や歴史・文化の魅力
や価値を紹介し、地域と
来訪者を結びつける

ことが必要！



アドベンチャーツーリズム（AT）とは？

アクティビティ、自然、文化体験のうち、2つ以上で構成される旅行

地域独自の自然やありのままの文化を、地域の方々とともに体験し、

旅行者自身の自己変革・成長の実現を目的とする旅行形態

地域をより良く知り、地域の方々と深く接する手段の一つ

アクティビティ

自然

異文化



AT旅行者の特徴

 教育水準の高い富裕層が多い

経済波及効果が高い

保護と利用の両立を重視

ローカル経済を重視

 長期滞在（平均14日間）

 旅行者自身が地域の自然・社会環境のサスティナビリティ、

地域住民の雇用・所得向上に貢献できるかといった視点を重視





アドベンチャーツーリズム旅行者が今後訪れたい国



アドベンチャーツーリズム旅行者が好むアクティビティの傾向



富士山麓の新たな旅づくりワークショップとは？

#16

自然や歴史・文化の魅力や価値を深く知り、良い利用をしてもらうために

ワークショップを通して、

①まずは、自分たちで富士山麓の魅力や本当の価値を深掘りしよう！

②富士山麓の魅力や価値をお客様にどう伝えるかを考えよう！

③富士山麓の魅力や価値をまとめて、みんなで共有しよう！



 東海自然歩道は今年50周年を迎えます。
 富士山麓も、山中湖から田貫湖にかけて「トレイル」が通っています。

東海自然歩道でつながる富士山麓エリア

今回の対象エリアについて

#17



 ロングトレイルは、登頂を目的とする登山とは異なり、登山道やハイキン
グ道、自然散策路、里山のあぜ道、車道も歩きながら、その地域の自然や
歴史、文化に触れる旅。欧米で発祥した文化。

「歩く旅」を楽しむために造られた道*1

トレイルとは？

#18



 日本でも、熊野古道や四国八十八ヶ所の遍路道など、「歩く旅」の文化は
古くからありました。

 ロングトレイルは、健康や自然志向が高まるなかで、近年、注目が高まっ
ています。

「歩く旅」を楽しむために造られた道*1

トレイルとは？

#19*画像出典：TrailBum HP



#20

山中湖トレイルストーリーづくり

富士山麓でのトレイルに関する取組み

 山中湖村の観光やトレイル等に携わる方々が参加しWS（3回）を開催しました。
 地域の「想い」を言語化した「山中湖トレイルストーリー」を作成しました。



#21

トレイル整備体験（山中湖）

 地域の人対象に石割山山頂までの
トレイル整備体験を実施

石割山子どもプログラム（山中湖）

 子どもを対象に山で遊ぶ＆
遊び場を守る整備体験を実施

筑波大学院 自然保護寄附講座
保護地域管理実習（山中湖）

 大学院生を対象に保全や官民連携の
取組の実習として、整備体験を実施

石割山あそび隊（山中湖）：10月20日実施

 子どもを対象に山で遊ぶ＆
遊び場を守る整備体験を実施

富士山麓でのトレイルに関する取組み



みんなでつくろう、みんながつかおう

#22

「東海自然歩道でつながる富士山麓エリア」がもっと魅力的になり、

ここにしかない質の高い体験ができ、お客様に満足してもらう。

地域（すべての関係者、自然や文化）にとっても、持続的な（消費型ではないが、

地域経済にも貢献する）良い形で、お客様を迎え続けられるように。

インタープリテーショ
ン全体計画は作成して
終わりではなく、地域
の中で更新し続けるも
のです。
また、みんなでつくった
ストーリーを使って、富
士山麓の体験コンテン
ツを実際につくってい
く（商品化）ことを目指
します。

2024年度 今後
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